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決算 
 

㈱サンゲツの平成３０年３月期(連結)の業績は、 

売上高１,５６３億９,０００万円(前年同期比１５.3％増)、営業利益５０億３,３００万円(同３３.5%減)、 

経常利益５６億９,８００万円(同３１．9％減)、純利益４５億１,４００万円(同３１.3%減)だった。 

 

セグメント別の業績は、 

インテリア事業が売上高１,２０８億５,２００万円(同３.6%増)、営業利益５７億５,２００万円(同１９.8%減)で、 

そのうち壁装事業の売上高が５７５億８,８００万円(同２.1%増)、床材事業が４２８億７,７００万円(同３.6%増)、 

ファブリック事業が７９億７００万円(同２.7%増)、施工代などその他が１２４億７,８００万円(同１１.6％増)だった。 

またエクステリア事業が売上高１５０億１,３００万円（同１.6%増）、営業利益４億３,９００万円（同９.3%増）、 

照明器具事業が売上高３６億６,３００万円（同１３.6%減）、営業損失１億３,７００万円（前年同期は営業利益２,３００万円）、 

海外事業が売上高１７１億５,１００万円、営業損失はのれん償却前が２億５００万円、償却後は８億７,０００万円となった。 

 

なお次期については、売上高１,６４０億円、営業利益６０億円、経常利益６６億円、純利益４６億円を見込んでいる。 
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